
マイクロ波の応答

マイクロ波を用いた地中埋設パイプラインの
非破壊検査技術の開発

マイクロ波は送信アンテナから受信アンテナ
まで管壁と近傍に閉じ込められて伝搬するため、
管壁外側や管壁部に異物や亀裂が存在するとマ
イクロ波の反射や散乱、減衰が生じます。その
特性の変化を測定することで、異物や亀裂を検
出することが可能です。
さらに、マイクロ波信号は複数の経路を通っ

てアンテナ間を伝搬する波束信号 ((A)最短経
路波、(B,C)1回転波、(D,E)2回転波) として観
測できるため、減衰したマイクロ波信号の経路
から異物の位置を特定することが可能です。
最近は、ここで得られた誘電体内にエネル

ギーを閉じ込めて伝搬させる技術的な知見に基
づき、コンクリート構造物を用いたワイヤレス
電力伝送技術についても研究を行っています。

● 導波モードのマイクロ波を利用した非破壊検査技術を開発
● 配管管壁の亀裂や管壁外側の異物の位置や大きさを特定することが可能
● 埋設管の検査効率の向上と異物による破損事故の防止に貢献

• 配管管壁の亀裂、管壁周辺の異物の検査技術
• コンクリート構造物を用いた無線電力伝送
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地中埋設管は埋設管敷設時に、管壁周辺の岩石やコンクリート片、枕木などの異物を取り除き、粒径が
数mmの規定の砂を敷いて埋設されます。しかし、まれに施工不良等によってこれらの異物が誤って管の
周辺に残されることがあり、特に高圧水を供給する農業用水管では配管内に水を流した際に異物に接する
管壁部に応力が集中し、配管が破損する事故が報告されています。このような事故を事前に防ぐために、
誘電体の管壁部と近傍に閉じ込められて伝搬する導波モードのマイクロ波を活用し、配管管壁部の亀裂や
管壁外側の異物を非破壊で効率的に検査する手法を開発しています。本技術は、様々な径や材質 (誘電体) 
で構成される配管の検査に適用することが可能です。
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